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2. 月別発生状況 ：（図1) 
月別発生では，男子は 9月， 8月に多く，
ついで， 6月，7月と続いていた。前回調査 ；： 
の中学生では， 6月， 5月に多く，ついで， 10 :~ 
月， 9月であったのと対比すると，高校生の
活動ピークは遅い様にも思われる。女子は，
9月と 7月に多く， 中学生の7月と 6月に多
表1 調査対象数
石狩管内 1 年 2 年 3 年 計
調査校 男 女 男 女 男 女 男 女
道立高校 63 29 65 34 45 16 173 79 
市立高校 12 7 14 6 7 2 33 15 
私立高校 20 9 31 9 9 7 60 25 
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図4一1 場所別発生状況 （校内） 図4-2 場所別発生状況 （校外）
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だけに注意を払うべき部位である。 内訳では，全体として， 腰部 ・腰椎が21名で52.5%と最も
図10 受傷部位体幹部 図1 受傷部位 下肢部












































病名 区分 男 女 計
膝内障 4 4.1 7 11.5 Jl 7 .0
靭帯断裂 31 32.3 16 26.2 47 29. 9 
靭帯損傷 40 41. 7 25 41.0 65 41.4 
半月板損傷 21 : 21.9 13 : 21.3 34 21. 7 
計 96 : 100.0 61 100.0 157 : 100.0 
表3 病類別発生状況
区分 男 女 計
病種 人数1 % 人数； % 人数！% 
頭部外傷等 13 3. 7 6 3.5 19 3.7 
骨 折 123 35.3 30 17. 5 153 29.5 
脱 臼 17 4.9 11 6.4 28 5.4 
打撲 9 2.6 3 1.8 12 2.3 
切富lj 2 0.6 2 0.4 
裂創 3 1.8 3 0.6 
挫 骨l 3 0.9 
挫傷 11 3.2 4 2.3 15 2.9 
捻挫 17 4.9 17 9.9 34 6.5 
靭帯 ・半月等損傷 96 27. 6 61 35. 6 157 30.2 
関節血腫 ・水腫等 14 4.0 11 6.4 25 4.8 
外傷性関節炎 5 1.4 8 1.5 
膿 ・筋の断裂，損傷 9 2.6 2.9 
脊椎椎間板損傷 5 1.4 1.9 
歯牙損傷 1 0.3 2 1.2 
眼球領傷 2 0.6 
内臓 器官損傷 4 1.1 2 1. 2 
神経痛 ・神経麻庫等 2 0.6 0.6 
てんかん ・虚態等 5 1.4 2 1. 2 
その他 10 2.9 3 1.8 13 : 2.5 







0 走っている時にバランスを崩して転倒した。男子9 女子3 計12























0 繰り返しの負担によって 1 5 6 
0 自転車で転んで 1 1 2 
0 階段の踏み外しによって転倒 1 1 2 
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